
要約

・園芸学研究 8(別)2:187(2009) 「ヤマノイモ SSRマーカーの開発」

・園芸学研究 13(別)1:258(2014) 「「黄金 ふじ」は「ふじ」の着色制御領域を欠いた枝変りである」

・園芸学研究 9(別)2:384(2010) 「弘前大学育成リンゴ新品種‘紅の夢’の特性について」

・弘大農生報 13：7-13(2011) 「DNA鑑定による赤肉系リンゴ新 品種‘紅の夢’の親の推定」

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

※１DNAマーカー：品種間にあるDNAの違いを目印としたもの
※２オウトウ：さくらんぼ

多数の遺伝子型を調査し、蓄積してきた品種データと
照合した結果、親として矛盾しない組合せになる品種
（赤文字の遺伝子型を全て持つ品種）が特定されました。

図２ 「紅夏」の花粉親特定

図１ つくなが１号を識別するDNAマーカーの
開発

ピークパターンの違い（囲み部分）でナガイモや
他の雑種と区別するマーカーを開発しました。

花粉親不明のリンゴ品種

ナガイモ
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開発マーカー１ 開発マーカー２
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マーカー 紅夏
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（既知の種子親）
夏緑

和合性 S7_S9 S3_S7 S3_S9

落果性 1-1_1-2 1-1_1-2 1-1_1-1

果皮色 AA A_a2 A_N

01 234_238 234_238 234_258

15 245_259 245_251 235_259

16 188_190 174_190 176_188

花粉親として矛盾しない

県内で育成された農産物のオリジナル品種は
産業を支える重要な財産です。そこで、DNA
マーカー※１という遺伝子検査法を用いて、品種
の保護や育成に役立つ手法の開発に取り組みま
した。

・オウトウ※２新品種「ジュノハート」、エダマメ
品種「あおもり豊丸」「あおもり福丸」、ナガイ
モ新品種「つくなが１号」、リンゴ枝変り品種

「黄金ふじ」について、他の品種と識別できる
DNAマーカーを特定しました（図１）。

・片親（花粉親）が不明のリンゴ品種（県内民間
育成リンゴ５品種（つがりあんアップル）及び
弘前大学育成品種「紅の夢」）について、親ま
たは親系譜の探索・特定を行いました（図２）。

親情報が不明な新品種の特性把握や、オリジ
ナル品種の差別化のための情報として活用でき
ます。

ＤＮＡの違いを用いて品種を識別

遺伝子検査法であるDNAマーカーを用いて、青森県育成農産物の品種識別
や、民間育成リンゴの親または親系譜の特定を行いました。
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要約

植物工場で野菜を生産する経営モデルを作成

太陽光利用型植物工場での、葉物野菜のフリルレタス、ベビーリーフ類の
目標所得500万円以上の経営モデルを作成しました。

・この成果は１００坪ハウスの実証データから、３００坪（10.8ｍ×92ｍ）ハウスを想定
して試算した結果です。

・２重フィルムハウスを利用することにより、従来の１重フィルムハウスに比べ暖房費を半
分程度に抑えることができました。

・経営モデルのリーフレットは農林総合研究所で入手できます。

１．背景・目的
寒冷地に適した植物工場の普及拡大に向

けて、低コスト・省力型の栽培技術、経営
の成り立つ栽培作目、１年間の収量や需要
等を調査・研究し、経営モデルの作成に取
り組みました。

２．内容

３．活用等

〔フリルレタス〕

フリルレタス類 ベビーリーフ類
600

（300坪×2棟）
300

（300坪×1棟）
経営主 1 1
パート 2.0 2.5

計 3.0 3.5

29,590 8,122
1,000 2,600

29,590 21,116

1,386 433

312 156
71 36

776 1,331
400 200

1,620 810
1,323 662

6,003 3,002

8,429 4,214

4,170 5,212
24,490 16,056

5,100 5,060

作目

経営面積（坪）

労働力
（人）

出荷量（kg）
単価（円/kg）

粗収益（千円）

種苗費(千円)

肥料費
農薬費
諸材料費

人件費

経営費(千円)
所得（千円）

修繕費
燃油代

電気代

出荷経費

減価償却費

表 フリルレタスとベビーリーフの経営モデル

〔ベビーリーフ（ｽｲｽﾁｬｰﾄﾞ）〕
写真 植物工場で栽培中の葉物野菜

・フリルレタスでは、経営規模６００坪、
経営主＋パート２人の計３人の労働力で、
５００万円の所得が得られます。

・ベビーリーフでは、経営規模３００坪、
経営主＋パート２.５人の計３.５人の労
働力で５００万円の所得が得られます。

・フリルレタスとベビーリーフの経営モデ
ルを作成しました（表参照）。

新規参入する場合でも、ホテル・レスト
ラン等の売り込み先を確保することで、こ
の経営モデルの実証が可能です。
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